
私私私私私私私私私私たたたたたたたたたたちちちちちちちちちちもももももももももも大大大大大大大大大大人人人人人人人人人人
のののののののののの仲仲仲仲仲仲仲仲仲仲間間間間間間間間間間入入入入入入入入入入りりりりりりりりりり私たちも大人
の仲間入り！！！！！！！！！！！
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　地方税法改正に伴い、平成28年4月から軽自動車税の税率が変更になります。

　車両の種類や初度検査年月により、適用される税率が異なりますのでご注意ください。

　軽自動車税は、4月1日現在登録のある車両をお持ちの方に1年間分を課税します。年度の途中で廃車・譲渡の手続

きをされても当該年度の軽自動車税はかかります。

　車両の廃車や譲渡をされた場合は、お早めに手続きをしてください。

※初度検査とは、新車の状態で購入し、初めて標識の交付を受ける際に行なう検査のことです。

(ア)税率の変更はありませんが、初度検査から13年を経過した車両は、（イ）に該当します。

(ウ)平成27年4月1日から平成28年3月31日までに初めて車両番号の指定を受ける減税対象車（三輪以上の軽自動車）

を取得する場合に限り、平成28年度分について特例措置が適用されます（グリーン化特例）。詳しくは、下記までお問

い合わせ願います。

役場税務財政課課税収納係　TEL 64−3312

4月から軽自動車税が変わります

■三輪及び四輪以上の軽自動車

税　　　　　率

区　　　分 平成27年4月1日以降

に初度検査をした車

両（ウ）

平成27年3月31日まで

に初度検査をした車

両（ア）
うち初度検査から13年

を経過した車両（イ）

3,900円4,600円3,100円三輪で総排気量が660cc以下のもの

6,900円8,200円5,500円営業用
乗用

四輪以上のもの（総

排気量が660cc以下

のもの）

10,800円12,900円7,200円自家用

3,800円4,500円3,000円営業用
貨物用

5,000円6,000円4,000円自家用

■二輪車等

税　　　　　率
区　　　分

平成28年度から平成27年度まで

2,000円1,000円総排気量が50cc以下のもの（※ミニカーを除く）

原動機付

自転車

2,000円1,200円二輪で総排気量が50ccを超え90cc以下のもの

2,400円1,600円二輪で総排気量が90ccを超え125cc以下のもの

3,700円2,500円ミニカー 

3,600円2,400円
二輪で総排気量が125ccを超え250cc以下のもの、及び二

輪のトレーラー（一定の規格以下のもの）
軽二輪車

6,000円4,000円総排気量が250ccを超えるもの
二輪の小型

自動車

2,000円1,600円
農耕作業用（最高速度が35km/h未満のもの）例：農耕用ト

ラクターなどで乗用装置のあるもの小型特殊

自動車
5,900円4,700円

その他（一定の規格以下で、最高速度が15km/h以下のも

の）例：フォークリフト、ショベルローダなど）
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　1月15日（金）、今井敏林野庁長官による講演会が町民交流セン

ターで行われ、町内の林業関係者など約70名が来場しました。

　今井長官は、「林業の成長産業化による地方創生〜豊富な国内

の森林資源をフル活用〜」と題して講演。

　林業の成長産業化へのシナリオは、木材需要の創出と国産材

の安定供給がカギとなることや、その木材需要創出の3本柱とし

てCLTの開発・普及、公共建築物等の木造化、木質バイオマスのエ

ネルギー利用を訴えました。

※CLT（CrossLaminatedTimber）：ひき板を繊維方向が直交するよ

うに積層接着した重厚なパネル

林野庁長官が来町
林業の明るい未来を切り開く

江差町ほか２町学校給食組合の給食費不正経理事故について（お知らせ）
　江差町ほか2町学校給食組合の不正経理事故に係る刑事告訴の経過についてお知らせいたします。

　平成26年6月11日に告訴状を江差警察署に提出し、警察当局による捜査が実施され、この間、給食組合としても全

面的に捜査に協力してきました。

　平成27年12月14日に江差警察署から、函館地方検察庁に元栄養士を書類送検した旨の説明がありました。

　検察の判断については、1月25日現在では、定まっておりません。

　刑事告訴の結末が確定したのちに、保護者の皆様へ返還するための金額を確定させる予定としており返還事務

作業は進めていますが、現時点では、返還の開始時期については、未定であります。できる限り早い時期に、返還で

きるよう最大限努力してまいりますので、ご理解下さるようお願い申し上げます。

江差町ほか２町学校給食組合　TEL 52-1356　FAX 52-1673

厚沢部歴史講談会開催
江戸〜幕末・維新〜明治の開拓を講談で聞く

　12月25日（金）、函館市在住の講談師・荒到夢形（こうとうむけ

い）さんによる厚沢部歴史講談会（同実行委員会主催）が館地域

振興センターで行われ、約60名が来場しました。

　講談は、「館城風雲急告」、「北海道・厚沢部の開拓を合石神楽」、

「赤穂義士伝」の3演目で構成され、お年寄りから子供まで、笑顔

をみせながら講談師の軽妙な語りを楽しみました。

　実行委員会長の佐藤永吉さんは、「厚沢部の歴史を講談で伝え

ると、子供にも馴染みやすい。より多くの人に先人の想いを知っ

てもらいたいので、次もまた開催したい」と意気込みを見せてい

ました。

雪雪雪雪雪雪雪雪雪雪害害害害害害害害害害事事事事事事事事事事故故故故故故故故故故ににににににににににごごごごごごごごごご注注注注注注注注注注意意意意意意意意意意くくくくくくくくくくだだだだだだだだだだささささささささささいいいいいいいいいい雪害事故にご注意ください！！！！！！！！！！！
　例年、屋根の雪下ろし作業中の転落や屋根からの落氷雪の下敷きになる事故が発生しているほか、暴風雪により

尊い命を落とす被害も発生しています。このような事故を防ぐためにも、次のことに注意してください。

◆雪下ろし作業の時は注意しましょう！　

　雪下ろしをする場合には、ハシゴを支えたり、通行人や子供の安全を確認したり、万一の際に救助をするため複

数で行うとともに、転落防止の措置を確実に講じてください。

◆軒下には注意しましょう！　

　落氷雪の危険がある軒下などは歩かないようにしましょう。建物の管理をしている人は、看板やロープなどで歩

行者に注意を促すようにしましょう。

北海道開発局・北海道・北海道警察・厚沢部町
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平
 
平
成成　

年
厚
沢
部
町
消
防
出
初

年
厚
沢
部
町
消
防
出
初
式式

2828

　

1
月
4
日　

、厚
沢
部
町
消
防

（月）

出
初
式
が
町
民
交
流
セ
ン
タ
ー
で

行
わ
れ
、団
員　

名
が
出
席
し
ま

66

し
た
。

　

佐
々
木
宏
団
長
は
昨
年
関
東
で

発
生
し
た
台
風
被
害
な
ど
の
自
然

災
害
に
触
れ「
火
災
や
自
然
災
害

に
迅
速
に
対
処
す
べ
く
、よ
り
一

層
の
自
己
研
鑽
を
」と
訓
示
。ま

た
、式
典
で
は
、平
成　

年
度
北
海

27

道
消
防
表
彰
と
北
海
道
消
防
協
会

表
彰
の
伝
達
式
が
行
わ
れ
、功
績

が
称
え
ら
れ
ま
し
た
。（
受
章
者
は

下
記
の
と
お
り
）

☆
消
防
団
員
募
集
中
！

　

厚
沢
部
消
防
署
で
は
消
防
団
員

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

消
防
団
員
と
は
、日
ご
ろ
は
本

業
を
持
ち
な
が
ら
、自
分
の
居
住

す
る
地
域
の
消
防
団
に
所
属
し
、

火
災
、事
故
あ
る
い
は
災
害
な
ど

が
発
生
し
た
際
に
消
防
活
動
を
実

施
す
る
方
々
で
す
。

　

ま
た
、平
時
は
消
火
訓
練
・
応
急

手
当
訓
練
な
ど
を
通
し
て
技
術
を

修
練
す
る
と
と
も
に
、消
防
の
規

◆
北
海
道
消
防
表
彰

○
永
年
勤
労
章（　

年
勤
続
）

30

　
　

山
田　

健
喜
さ
ん

　
　

外
﨑　
　

明
さ
ん

　
　

奈
良　

正
人
さ
ん

○
勤
労
章（　

年
勤
続
）

20

　
　

久
保
田
彰
人
さ
ん

　
　

島
崎　

正
彦
さ
ん

　
　

伊
勢
谷
純
一
さ
ん

　
　

小
枝　

政
幸
さ
ん

○
表
彰
状（　

年
勤
続
）

10

　
　

池
田　
　

誠
さ
ん

　
　

佐
々
木
賢
一
さ
ん

※
算
定
基
準
は
平
成　

年
3
月

27

　

日
現
在
。

31◆
北
海
道
消
防
協
会
表
彰

○
功
績
章

　
　

外
﨑　

幹
夫
さ
ん

○
特
別
功
績
章

　
　

佐
々
木　

宏
さ
ん

　
　

西
口　

敏
也
さ
ん

○　

年
勤
続
章

30

　
　

山
田　

健
喜
さ
ん

　
　

伊
勢
谷　

広
さ
ん

　
　

奈
良　

正
人
さ
ん

○　

年
勤
続
章

20

　
　

久
保
田
彰
人
さ
ん

　
　

伊
勢
谷
純
一
さ
ん

　
　

三
上　

祐
二
さ
ん

○　

年
勤
続
章

10

　
　

池
田　
　

誠
さ
ん

　
　

竹
山　
　

武
さ
ん

　
　

佐
々
木
賢
一
さ
ん

　
　

石
岡　

秋
廣
さ
ん

　
　

細
畑　

信
彦
さ
ん

　
　

三
原　

誓
史
さ
ん

※
算
定
基
準
は
平
成　

年　

月

27

12

　

日
現
在
。

31

律
・
礼
式
の
習
得
、並
び
に
防
災
思

想
の
普
及
、啓
蒙
で
災
害
の
予
防

に
努
め
て
お
り
ま
す
。

　
　

歳
以
上
の
健
康
な
人
の
ご
協

18
力
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

■
申
込
先

厚
沢
部
消
防
署

（
℡
6
4
‐
3
0
6
4
）ま
で

　

第　

回
全
国
中
学
生
人
権
作
文

35

コ
ン
テ
ス
ト
江
差
地
区
大
会
（
江

差
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
・
函
館

地
方
法
務
局
江
差
支
局
共
催
）
で
、

由
利
美
羽
さ
ん（
館
中
1
年
）
が
優

秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

由
利
さ
ん
は「
ち
ょ
っ
と
し
た

事
か
ら
」と
題
し
て
、
い
じ
め
問
題

に
つ
い
て
主
張
。
い
じ
め
を
目
撃

し
た
際
、何
も
で
き
な
か
っ
た
自

分
に
後
悔
し
、今
後
は
、
声
を
か
け

た
い
と
決
意
を
述
べ
る
と
と
も

に
、「
勇
気
を
振
り
絞
っ
て
み
ま
せ

ん
か
？
」と
ま
わ
り
に
強
く
呼
び

か
け
ま
し
た
。

　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

全
国
中
学
生
人
権
の
作
文

コ
ン
テ
ス
ト
で
受
賞

　

1
月
8
日　

、
木
製
ベ
ン
チ
が

（金）

道
南
ス
ギ
産
地
形
成
推
進
協
議
会

（
大
森
伊
佐
緒
会
長
）か
ら
寄
贈
さ

れ
ま
し
た
。

　

同
協
議
会
は
、
育
林
生
産
技
術

の
普
及
啓
蒙
、
利
用
加
工
技
術
及

び
流
通
の
改
善
普
及
に
努
め
る
な

ど
、
ス
ギ
資
源
の
活
用
促
進
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

「
道
南
ス
ギ
」
の
焼
き
印
が
押
さ

れ
た
ベ
ン
チ
は
、
道
の
駅
イ
ー
ト

イ
ン
コ
ー
ナ
ー
の
薪
ス
ト
ー
ブ
横

に
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

木
の
温
も
り
を
感
じ
る
こ
と
が

で
き
ま
す
の
で
、お
立
ち
寄
り
の

際
に
は
、ぜ
ひ
腰
を
掛
け
て
み
て

く
だ
さ
い
。

道
南
ス
ギ
活
用
促
進
で

ベ
ン
チ
を
寄
贈
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学
生
時
代
の
恩
を

今
こ
こ
で

　

1
月　

日　

、函
館
市
の
安
藤

13

（水）

栄
継
さ
ん
か
ら
1
0
0
万
円
の
ふ

る
さ
と
づ
く
り
寄
附
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

安
藤
さ
ん
は
、測
量
・
登
記
の
仕

事
を
開
業
し　

年
経
過
し
た
こ
と

40

と
、学
生
時
代
に
町
の
奨
学
資
金

を
受
け
た
こ
と
へ
の
感
謝
が
今
回

の
寄
附
に
至
っ
た
想
い
と
の
こ
と

で
す
。

　

安
藤
さ
ん
は「
い
つ
か
恩
返
し

を
し
た
い
と
考
え
て
い
た
が
、こ

の
た
び
寄
附
す
る
こ
と
が
で
き
て

良
か
っ
た
」と
安
堵
の
表
情
で

語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

感謝の寄附金感謝の寄附金をを

手渡す安藤さ手渡す安藤さんん

　

昨
年
末
、
帰
省
先
で
車
を
運
転

し
て
い
た
と
き
、前
方
に
高
齢
運

転
者
マ
ー
ク
を
付
け
て
い
る
車
が

走
っ
て
い
ま
し
た
。
交
差
点
手
前

に
差
し
掛
か
り
、
前
方
の
信
号
機

は
赤
色
で
点
灯
し
て
い
た
の
で
す

が
、
前
方
車
両
は
減
速
す
る
こ
と

な
く
、そ
の
ま
ま
交
差
点
に
進
入

し
、
左
折
し
て
い
き
ま
し
た
。

　

目
の
錯
覚
か
と
思
う
く
ら
い
見

事
な
信
号
無
視
で
し
た
。私
は
、停

車
後
、
信
号
機
を
何
度
も
確
認
し

ま
し
た
が
、
や
は
り
赤
色
で
し
た
。

　

夜
で
交
通
量
の
無
い
交
差
点

だ
っ
た
の
で
、事
故
に
は
な
り
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
非
常
に
危
な
い

運
転
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　

高
齢
者
の
交
通
事
故
が
年
々
増

加
し
て
い
る
そ
う
で
す
。
そ
れ
も

被
害
者
と
し
て
で
は
な
く
、加
害

者
と
し
て
事
故
に
か
か
わ
る
件
数

が
増
加
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

高
齢
者
に
限
ら
ず
、冬
の
時
期

は
車
の
運
転
に
気
を
つ
け
な
い
と

い
け
ま
せ
ん
が
、自
分
は
大
丈
夫

と
い
う
慢
心
が
事
故
に
つ
な
が
る

法
テ
ラ
ス
江
差
通
信
（

法
テ
ラ
ス
江
差
通
信
（
第第　

号
）
号
）

5151

〜
高
齢
者
の
交
通
事

〜
高
齢
者
の
交
通
事
故故

の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　

あ
ま
り
法
律
と
関
係
の
無
い
話

で
し
た
が
、
交
通
事
故
を
起
こ
し

た
場
合
や
被
害
に
遭
っ
た
場
合

は
、警
察
や
保
険
会
社
へ
の
連
絡

と
と
も
に
、
弁
護
士
に
も
ご
相
談

し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
交
通
事
故
以
外
に
も
相

続
や
債
務
整
理
な
ど
お
悩
み
の
方

も
一
度
当
事
務
所
ま
で
ご
相
談
に

お
越
し
下
さ
い
。
ご
相
談
を
ご
希

望
の
方
は
気
軽
に
お
電
話
を
く
だ

さ
い
。

　

ご
相
談
の
ご
予
約
は
0
5
0
‐

3
3
8
3
‐
5
5
6
3
ま
で
お
電

話
く
だ
さ
い
。

（
法
テ
ラ
ス
江
差

　
　
　
　

弁
護
士　

米
山
清
貴
）

　

　

先
月
号
で
は
古
佐
内
の
下
流
で

「
地
す
べ
り
」が
発
生
し
て
厚
沢
部

川
を
せ
き
止
め
た
の
で
は
な
い

か
、と
考
え
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、地
す
べ
り
に
よ
っ
て
、

厚
さ　

m
の
土
砂
の
塊
が
厚
沢
部

10

川
を
埋
め
た
場
合
、ど
の
よ
う
な

こ
と
が
お
こ
る
の
か
を
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
し
ま
し
た
。黒
く
塗

ら
れ
た
と
こ
ろ
が
、厚
沢
部
川
が

地
す
べ
り
よ
て
せ
き
止
め
ら
れ
た

あ
っ
さ
ぶ
文
化
財
情

あ
っ
さ
ぶ
文
化
財
情
報報

古
佐
内
の
地
狭
と
幻
の
ダ
ム

そ
の

古
佐
内
の
地
狭
と
幻
の
ダ
ム　

そ
の
55

場
合
に
水
没
す
る
範
囲
で
す
。当

路
集
落
は
ほ
ぼ
全
域
が
水
没
し
、

湖
の
よ
う
に
な
る
こ
と
が
わ
か
り

ま
す
。

　

古
佐
内
下
流
で
大
き
な
地
す
べ

り
が
起
こ
っ
た
こ
と
は
事
実
で

す
。そ
の
と
き
の
記
憶
が「
古
佐
内

を
せ
き
と
め
る
と
湖
に
な
る
」と

い
う
伝
承
を
産
ん
だ
の
か
も
し
れ

な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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“““““““““““素素素素素素素素素素素敵敵敵敵敵敵敵敵敵敵敵ななななななななななな過過過過過過過過過過過疎疎疎疎疎疎疎疎疎疎疎のののののののののののまままままままままままちちちちちちちちちちち”””””””””””ひひひひひひひひひひろろろろろろろろろろひろばばばばばばばばばばば 癌岩 眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼

今年もよろし今年もよろしくく
平成28年厚沢部町新年交礼平成28年厚沢部町新年交礼会会

　1月6日（水）、新年交礼会が町民交流セン
ターで行われ、町民など約100人が参加しま
した。
　年頭の挨拶を行った渋田町長は、「地域の
特性や自然資源を活用するなど、かつてない
政策にまい進し、町民生活の向上を図る」と
想いを新たにし、参加者の協力を呼びかけま
した。
　歓談中に昭和38年放送の厚沢部町を収録
したNHKの番組が映し出されると、当時を知
る来場者は懐かしさに目を細めていました。

各団体が熱各団体が熱演演
平成28年厚沢部町新春鹿子舞交流平成28年厚沢部町新春鹿子舞交流会会

　1月17日（日）、新春町内鹿子舞交流会が館地
域振興センターで行われ、約120人の観客を
前に、上俄虫（上里）鹿子舞、目名（美和）権現
獅子舞、当路鹿子舞、土橋（富栄）鹿子舞の4団
体が熱のこもった舞を披露しました。
　今年の会場は、当番団体の当路が地元のお
年寄りに配慮して近場でと決めたもので、地
元の高齢者が多く訪れ、舞を楽しみました。
　各団体とも若手と熟練者のバランスの取
れた演奏で、それぞれの特色ある演技を披露
し、来場者を魅了しました。

みんなでぺったんこみんなでぺったんこーー
厚沢部保育所「もちつき子ども会厚沢部保育所「もちつき子ども会」」

　1月8日(金)、厚沢部保育所で無病息災を祈
念した「もちつき子ども会」が行われ、子ども
達は「ぺったん、ぺったんこー」と、元気な歌
声に合わせて力いっぱい餅をつきました。
　餅は、きなこ餅にしたほか、あんこや砂糖
醤油をかけておいしくいただきました。

もちの粘りと重い杵に苦もちの粘りと重い杵に苦戦戦

激しい踊りが特徴の当路鹿子激しい踊りが特徴の当路鹿子舞舞

若者の参加も目立った交礼若者の参加も目立った交礼会会

チームワークで勝利チームワークで勝利をを
第14回新春子どもカルタ大第14回新春子どもカルタ大会会

攻防を繰り広げる選手た攻防を繰り広げる選手たちち

　1月10日（日）、総合体育館で第14回新春子
どもカルタ大会が行われ、町内会や学校単位
の25チーム、88人の子どもたちが参加しまし
た。
　子どもたちは真剣に読み手の声に耳を傾
け、静まり返った会場で札を取り合い、熱戦
を繰り広げました。各部ごとの上位チームは
1月17日（日）にせたな町民体育館で開催の檜
山大会に出場しました。（町内大会及び檜山
大会の結果は11ページに記載しています）
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　現在、中高年の多くの方がなんらかの生活習慣病を持っているといわれて

います。生活習慣病は、さらにその先の健康障害に発展してしまう危険性が

とても高いものです。そのため、少しずつでも正しい生活を習慣づけていく

必要があります。このような目標に向けてぜひ実行してほしい健康習慣が

『一無（いちむ）、二少（にしょう）、三多（さんた）』です。今回はこの健康習慣に

ついてお話ししたいと思います！

〇一無【無煙・禁煙の勧め】
　一無とは禁煙の勧めです。「たばこの三悪」とは、たばこによって体に運び込まれるニコチン、タール、一酸化炭素

です。北海道では特に全国に比べ喫煙率が高い現状があります。体に良くないと思っていてもなかなかやめられな

いたばこですが、自分できっかけや目標を作り禁煙に挑戦してみましょう！

〇二少【少食・少酒の勧め】
　二少とは少食・少酒の勧めです。昔から「腹八分目に医者いらず」と言われているように暴飲暴食を控えることは

身体の機能を維持していくうえで大変重要です。生活習慣病の予防・治療の基本は常に食生活にあります。よく噛ん

で規則正しい食生活というのはよく言われていることですね。それに加えて「3つの白を控える」というのを意識し

てみましょう。3つの白とは、第一にご飯やパンの白、次に食塩の白、最後に砂糖の白のことです。特に、最近食塩は男

性で8g、女性で7gにしましょうと言われています。7〜8gというのは本当に気を付けていないと簡単に超えてしまい

ます。(なんとラーメン1杯を汁まで飲み干すだけで約5.7gとほぼ一日の適正塩分量になってしまうのです!!)一気に

今までの味を変えるのは食事の楽しみもなくなってしまいますし、何より難しいですよね。少しずつ薄味を心がけ

たり、汁まで飲まないように気を付けたりと「少しずつ」を意識していきましょう。

　また、お酒は1日1合が適量です。（ビールだと500ml、日本酒だと1合、ウイスキーだとダブル1杯、焼酎だと0.5合で

す！）お酒はたばこと違って、根っからの悪者ではありません！適度な量で飲むと食事がおいしく感じられたりス

トレス発散につながったりと嬉しい効果もあります。飲みすぎて体を壊した…という悲しい結果にならないように

したいですね！

〇三多【多動・多休・多接の勧め】
　三多は体をたくさん動かし、しっかり休養をとり、多くの人や物事に接する生活の勧めです。たくさん動いて、た

くさん休養をとるメリハリのある生活はとても良い健康習慣です！「運動をしましょう！」と言ってもなかなか取

り組みにくいのが現実ですが、今時期だと雪かきをするのも結構な運動になります。（15分ほど雪かきをするだけで

100キロカロリーの消費になり、40分ほど歩くのと同じ消費カロリーです！）日常生活の中で動くことを取り入れる

と無理なく取り入れられるかもしれませんね♪

　生活を見直したいけど何から見直せばいいかわからない、自分の生活はどうだろうなど思うことがありましたら

いつでも保健師まで連絡ください。一緒にどんな取り組みがいいか考えたいと思います。

菊池麗奈

2月は生活習慣病予防月間です！

ごめんくださごめんくださいい
保健師で保健師ですす 312

お問い合わせ先：保健福祉課健康増進係(保健師)　TEL：64-3319

　満18歳未満のお子様にスマートフォンを利用させる場合は、保護者の方は次の点に注意してください。

（1）適切にインターネットを利用させる

　トラブルや事件に巻き込まれないよう、スマートフォンの使い方などインターネットに関する知識、情報モラルや

コミュニケーション能力を親子で身につけることが重要です。

（2）家庭のルールを作る

　適切な生活習慣が身につけられるように、お子様と一緒に話し合って我が家のルールを作りましょう。「利用時間は

夜9時まで」など、ルールは具体的に決めましょう。

（3）フィルタリングなどを設定する

　「フィルタリング」は、知識が十分でないお子様が、不用意に違法・有害サイトにアクセスしないよう制限する機能で

す。子供たちが事件・事故に巻き込まれないために、「フィルタリング」を必ず設定してください。

【お問い合わせ】総務省北海道総合通信局情報通信部電気通信事業課　TEL:011−709−2311（内線4706）

お子様が安心安全にスマートフォンを利用するために
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道立江差病院からのお知らせ

午前　月〜金曜日
午後　月・金曜日循 環 器 内 科

午前　月〜金曜日
午後　火曜日消 化 器 内 科

午前　金曜日
午後　木曜日

呼 吸 器 内 科

午前　月〜金曜日外 科

午前　月〜金曜日（完全予約制）整 形 外 科

午前　月〜金曜日（午後からの受診は要連絡）小 児 科

午前　月〜金曜日
午後　水曜日

泌 尿 器 科

午前　月〜金曜日
午後　月曜日精 神 科

午前　月曜日〜金曜日産 婦 人 科

午前　2〜3日・10日・16〜17日・24〜25日
午後　10日・24日

耳 鼻 咽 喉 科

午前　4日・18日（予約以外の方は10時まで受付）
午後　3日・17日・24日

眼 科

午前　火曜日皮 膚 科

5日・19日神 経 内 科

※診療日は予定であり変更になる場合もあります。

　事前に病院へご確認の上、受診してください。

★看護職員募集のお知らせ
臨時及び看護師職員を常時募集しております。(離職し
た方でも正職員として再就職可能です)薬剤師も募集
しております。
【℡ 52‐0036 内線202　総看護師長　中野まで】

午前・・・8時00分〜11時30分（初診の人は、9時00分〜）

午後・・・13時00分〜14時30分

受付
時間

外来診療体制2月の診療予定

◎
国
民
年
金
保
険
料
は
口
座
振
替

が
お
得
で
す

　

前
納
制
度
を
利
用
し
、
現
金
で

保
険
料
を
1
年
度
分
前
納
す
る
と

3
，3
2
0
円
割
引
と
な
り
、
6
ヵ

月
分
前
納
で
は
7
6
0
円
割
引
と

な
り
ま
す
。
ま
た
、
口
座
振
替
制
度

を
利
用
す
る
と
、
2
年
度
分
前
納

で
1
5
，3
6
0
円
、1
年
度
分
前

納
で
3
，
9
2
0
円
、
6
ヵ
月
分
前

納
で
は
1
，
0
6
0
円
割
引
と
な

り
、
大
変
お
得
で
す
。

口
座
振
替
の
引
落
方
法
は
、①
2

年
度
分
の
前
納（
4
月
〜
翌
々
年

3
月
分
）、②
1
年
度
分
の
前
納

（
4
月
〜
翌
年
3
月
分
）、
③
6
ヵ

月
分
の
前
納（
4
月
〜
9
月
分
、　
10

月
〜
翌
年
3
月
）、
④
毎
月
（
早
割
）

※
納
付
期
限
よ
り
も
1
ヵ
月
早
く

口
座
振
替
、
⑤
毎
月（
割
引
な
し
）

の
5
種
類
か
ら
自
由
に
選
ぶ
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

口
座
振
替
を
ご
希
望
の
方
は
、

納
付
書
ま
た
は
年
金
手
帳
、
通
帳
、

金
融
機
関
届
出
印
を
持
参
の
う

え
、ご
希
望
の
金
融
機
関
ま
た
は

年
金
事
務
所
へ
申
し
出
て
く
だ
さ

い
。

平
成　

年
4
月
分
か
ら
の
口
座
振

28

替
を
希
望
す
る
場
合
は
、
口
座
振

替
申
出
書
を
平
成　

年
2
月　

日

28

29

　

ま
で
に
年
金
事
務
所
等
に
提
出

（月）し
て
く
だ
さ
い
。

◎
国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
申
請

が
で
き
る
対
象
期
間
が
拡
大
さ
れ

ま
し
た

　

国
民
年
金
は
、
所
得
が
少
な
い

と
き
や
失
業
等
に
よ
り
保
険
料
を

納
付
す
る
こ
と
が
経
済
的
に
困
難

な
場
合
、
保
険
料
の
免
除
を
申
請

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。平
成　
26

年
4
月
か
ら
は
、申
請
時
点
の
2

年
1
ヵ
月
前
の
月
分
ま
で
申
請
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。詳
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

お
問
い
合
わ
せ
は
住
民
年
金
係

6
4
‐
3
3
1
3
ま
で
お
気
軽
に

ど
う
ぞ

ねんきん
　　講講座

国
民
年
金
保
険
料
の
納

付
は
前
納
と
口
座
振
替

が
お
得

休 診 日診 療 日診 療 科

土曜日・日曜日
祝祭日

月曜日〜金曜日
内 科
外 科

月・木〜日曜日

祝祭日
16日（火）・17日（水）

2日（火）・3日（水）
9日（火）・10日（水）
23日（火）・24日（水）
（予約が必要です）

眼 科

国保病院　℡：64−3036

国保病院からのお知らせ

※眼科診療は事前に予約していない人も診療日当日の予約
に余裕があれば受診可能な場合がありますのでお問い合わ
せください。※診療日は予定であり、医師の出張などで変更
する場合もあります。事前に病院にご確認ください。

受付時間
午前 8時30分〜11時30分　午後 1時30分〜3時

2222222222月月月月月月月月月月2月ののののののののののの休休休休休休休休休休日日日日日日日日日日当当当当当当当当当当番番番番番番番番番番休日当番医医医医医医医医医医医（（（（（（（（（（（受付時間 9：00〜17：00）
電話番号病院名当番日

52-0036道立江差病院7日（日）

55‐2017上ノ国診療所11日（木）

52‐1366勤医協江差診療所14日（日）

52‐1181半澤医院21日（日）

52-0036道立江差病院28日（日）

外来2月の診療予定
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図書館情図書館情報報

おすすめ図書

「今すぐ使えるかんたんWindows10」

オンサイト/技術評論社編集部　著
内　容：Windowsの基本操作から応用まで！

　インターネットやメールの設定から、

Windows 10の新機能、音楽や動画を楽しむ方

法なども丁寧に解説。

　無料の電子書籍がダウンロードできる特

典付。 

　大きな画面でわかりやすい操作解説書。

「主菜サラダ」　

市瀬　悦子　著
内　容：主菜にもなるボリュームたっぷりのサ

ラダ。

　好みの食材を組み合わせて、小さく切ってド

レッシングであえるだけ。

　一皿でたくさんの野菜がとれ、スプーンです

くって食べやすい。 

　軽食やおもてなし料理に！

伏
込
ア
ス
パ
ラ
の

　
　

収
穫
が
最
盛
期
で
す

活性活性化化
センタセンターー
だよだよりり

　

農
業
振
興
公
社
で
は
現
在
、伏

込（
ふ
せ
こ
み
）ア
ス
パ
ラ
収
穫
の

最
盛
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。

　

厚
沢
部
町
で
行
っ
て
い
る
ア
ス

パ
ラ
栽
培
は
通
常
、ハ
ウ
ス
で
春

か
ら
夏
に
か
け
て（
約
半
年
間
）収

穫
を
行
い
ま
す
。こ
の
時
、出
て
き

た
芽
の
一
部
を
収
穫
せ
ず
に
大
き

く
育
て
る
と
、葉
で
光
合
成
を
行

う
よ
う
に
な
り
、自
分
で
養
分
を

作
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る

た
め
、長
期
間
収
穫
が
で
き
ま
す
。

こ
の
栽
培
方
法
を
立
茎（
り
っ
け

い
）栽
培
と
呼
び
ま
す
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、伏
込
栽
培
は
、

夏
に
畑
で
ア
ス
パ
ラ
を
育
て
、根

に
養
分
を
蓄
え
さ
せ
ま
す
。秋
に

掘
り
上
げ
、そ
の
根
株
を
ハ
ウ
ス

に
伏
せ
込
み（
埋
め
）ま
す
。こ
の

根
株
の
周
り
に
は
電
熱
線
を
入
れ

加
温
し
、ハ
ウ
ス
内
を
暖
房
で
暖

め
る
と
、根
株
か
ら
一
斉
に
芽
が

出
る
の
で
こ
れ
を
収
穫
し
ま
す
。

収
穫
は
約
3
か
月
間
で
そ
の
間
に

根
株
の
栄
養
は
全
て
使
い
果
た
し

て
し
ま
い
ま
す
。

　

一
昨
年
ま
で
は
「
ウ
ェ
ル
カ
ム
」

と
い
う
品
種
を
使
っ
て
い
ま
し
た

が
、昨
年
か
ら
「
大
宝
早
生
」
と
い

う
品
種
に
切
り
替
え
た
と
こ
ろ
、

収
量
が
大
幅
に
増
加
し
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
伏
込
ア
ス
パ

ラ
栽
培
の
収
益
性
が
格
段
に
良
く

な
り
ま
し
た
。収
穫
は
休
み
な
く

毎
日
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
や
、暖
房
費
が
か
か
る
と
い
う

点
に
課
題
が
あ
り
ま
す
が
、
数
少

な
い
冬
期
間
の
収
入
源
と
し
て
魅

力
が
あ
り
ま
す
。

つ
ち
は
し
自
然
観
察
教
育

つ
ち
は
し
自
然
観
察
教
育
林林

観
察
会

観
察
会
のの

お
知
ら

　

お
知
ら
せせ

●　

月
の
月
例
観
察
会
は
年
末
の

12
た
め
お
休
み
で
し
た
。 

●
年
末
頃
か
ら
よ
う
や
く
雪
が
積

も
り
始
め
、教
育
林
も
見
慣
れ
た

冬
景
色
と
な
り
ま
し
た
が
、
小
沼

の
ミ
ズ
バ
シ
ョ
ウ
は
一
足
先
に
春

の
準
備
を
し
て
い
ま
し
た
。雪
の

間
か
ら
の
ぞ
く
尖
っ
た
葉
は
ミ
ズ

バ
シ
ョ
ウ
の
冬
芽
で
、春
に
な
る

と
開
き
ま
す
。
こ
の
冬
芽
は
雪
を

か
ぶ
る
事
で
、
温
度
が
下
が
り
過

ぎ
る
の
を
防
い
で
い
ま
す
。
冷
た

い
雪
も
、
そ
の
中
は
比
較
的
暖
か

い
の
で
す
。
暖
冬
で
雪
が
少
な
い

の
は
あ
り
が
た
い
事
で
す
が
、こ

の
冬
芽
が
冬
を
越
せ
る
程
度
に
は

降
っ
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。ミズバショウの尖っミズバショウの尖ったた

冬芽。雪をかぶって冬芽。雪をかぶっていい
ないと寒いのですないと寒いのです。。

●
次
回
の
観
察
会
の
予
定

2
月　

日「
木
か
ら
道
具
を
つ

28

く
っ
て
み
よ
う
！
」

●
お
問
い
合
わ
せ

厚
沢
部
町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
係

℡（
0
1
3
9
）‐
6
4
‐
3
3
1
8

お探しの書籍や雑誌、ＤＶＤが貸出中の
場合は、ご予約をどうぞ！
図書館カウンターへお気軽にお申し付け
ください！
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江
差
町
文
化
会
館

2
月
9
日　
（火）

○
優
良
運
転
者
講
習

　

午
後
1
時
〜
1
時　

分
30

○
一
般
運
転
者
講
習

　

午
後
1
時　

分
〜
2
時　

分

45

45

○
初
回
運
転
者
講
習

　

午
後
3
時
〜
4
時

2
月　

日　
25

（木）

○
優
良
運
転
者
講
習

　

午
後
1
時
〜
1
時　

分
30

○
違
反
運
転
者
講
習

　

午
後
1
時　

分
〜
3
時　

分

45

45

上
ノ
国
町
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

2
月　

日　
17

（火）

○
優
良
運
転
者
講
習

　

午
後
1
時
〜
1
時　

分
30

運
転
免
許
更
新
時
講
習

行行22
 
＆＆

事事

おお

知知
らら
せせ

檜
山
地
域
人
材
開
発
セ
ン

タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

2
月
実
施
事
業

○
フ
ラ
ダ
ン
ス
教
室

◆
日
程　

2
月　

日　

・　

日　

10

（水）

24

（水）

◆
時
間　
　

時
〜　

時

10

12

◆
受
講
料　

2
，0
0
0
円

◆
申
込
締
切　

　
　

各
実
施
日
の
前
日
ま
で

○
パ
ソ
コ
ン（
E
x
c
e
l
）基
礎

講
座

◆
日
程　

2
月　

日　

〜　

日　

16

（火）

19

（金）

◆
時
間　
　

時　

分
〜　

時　

分

18

30

20

30

◆
受
講
料　
　

6
，0
0
0
円

◆
申
込
締
切　

2
月
8
日　

ま
で

（月）

○
パ
ソ
コ
ン（
W
o
r
d
）基
礎
講

座◆
日
程　

2
月　

日　

〜　

日　

23

（火）

26

（金）

◆
時
間　
　

時　

分
〜　

時　

分

18

30

20

30

◆
受
講
料　
　

6
，0
0
0
円

◆
申
込
締
切　

2
月　

日　

ま
で

15

（月）

○
自
由
研
削
用
砥
石（
グ
ラ
イ
ン

ダ
ー
）【
職
業
訓
練
】

◆
日
程　

2
月　

日　
26

（金）

◆
時
間　

9
時
〜　

時
16

◆
受
講
料　
　

8
，0
0
0
円

◆
申
込
締
切　

2
月　

日　

ま
で

12

（金）

○
ア
ー
ク
溶
接【
職
業
訓
練
】

◆
日
程　

2
月　

日　

〜　

日　

17

(水）

19

（金）

◆
時
間　

9
時
〜　

時
18

◆
受
講
料　
　

1
2
，0
0
0
円

◆
申
込
締
切　

2
月
5
日　

ま
で

(金）

精
神
保
健
相
談
の
お
知
ら
せ

　

檜
山
振
興
局
保
健
環
境
部
保
健

行
政
室
で
は
、専
門
の
医
師
や
保

健
師
を
相
談
員
と
し
て
次
の
と
お

り
精
神
保
健
相
談
を
開
催
し
ま

す
。相
談
料
は
無
料
で
す
。相
談
を

希
望
さ
れ
る
場
合
は
、事
前
予
約

（
2
月　

日
正
午
ま
で
）が
必
要
で

10

す
。保
健
師
等
に
よ
る
面
接
、あ
る

い
は
電
話
に
よ
る
相
談
は
随
時
応

じ
て
い
ま
す
の
で
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

◆
日
時　

2
月　

日　
 

18

（木）

　
　
　
　

午
後
3
時
〜

◆
場
所　

道
立
江
差
病
院
看
護
学
生
実
習
室

◆
お
問
い
合
わ
せ

檜
山
振
興
局
保
健
環
境
部
保
健
行

政
室（
江
差
保
健
所
）

℡
5
2
‐
1
0
5
3
ま
で

2
月
7
日
は「
北
方
領
土
の

日
」

　

北
方
領
土
返
還
要
求
運
動
が
始

ま
っ
て
か
ら　

年
以
上
を
経
過
し

60

た
現
在
な
お
、領
土
返
還
へ
の
具
体

的
な
道
筋
は
見
え
て
お
り
ま
せ
ん
。

　

北
海
道
で
は
、毎
年
1
月　

日
か

21

ら
2
月　

日
ま
で
を「
北
方
領
土
の

20

日
特
別
啓
発
期
間
」と
し
て
、北
方

領
土
問
題
に
つ
い
て
の
理
解
を
深

め
、重
点
的
に
返
還
要
求
運
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。　
　

　

町
で
は
返
還
要
求
運
動
と
し
て
、

道
の
駅
あ
っ
さ
ぶ
観
光
物
産
館
内

に
署
名
コ
ー
ナ
ー
を
2
月　

日　
20

（土）

ま
で
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

我
が
国
固
有
の
領
土
で
あ
る
北

方
領
土（
国
後
島
、択
捉
島
、色
丹

島
、歯
舞
群
島
）の
早
期
返
還
を
国

民
の
総
意
で
実
現
し
ま
し
ょ
う
。

申
込
み
は
檜
山
地
域
人
材
開
発
セ

ン
タ
ー
ま
で　

5
2
‐
0
1
6
0

TEL

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
結
果

【
柔
道
】

第　

回
厚
沢
部
町
ス
ポ
ー

38
ツ
少
年
団
柔
道
大
会

日　

時　

平
成　

年
1
月
9
日　

28

（土）

場　

所　

厚
沢
部
町
総
合
体
育
館

柔
道
場
結
果　

【
個
人
戦
】

◆
小
学
校
2
年
生
の
部

1
位　

陶
山
凌
久
（
厚
小
）

2
位　

柴
田
湊（
厚
小
）

◆
小
学
校
3
年
生
の
部

1
位　

石
井
透
子（
厚
小
）

◆
小
学
校
5
年
生
の
部

1
位　

陶
山
凌
寛
（
厚
小
）

2
位　

沢
野
陽（
厚
小
）

3
位　

石
井
遼
平
（
厚
小
） 

申
告
書
の
作
成
は
便
利
な「
確
定

申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」で
！

　

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の「
確

定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
で
、

所
得
税
及
び
復
興
特
別
所
得
税
、

消
費
税
並
び
に
贈
与
税
の
確
定
申

告
書
な
ど
を
作
成
し
、印
刷
し
て

郵
送
等
に
よ
り
提
出
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

平
成　

年
分
か
ら
、
給
与
所
得

27

者
又
は
公
的
年
金
所
得
者
の
方
向

け
の
申
告
書
作
成
画
面
を
新
設
し

ま
し
た
。

　

初
め
て
の
方
で
も
操
作
が
し
や

す
い
画
面
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の

で
、
確
定
申
告
書
の
作
成
に
は「
確

定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
を

是
非
、ご
利
用
く
だ
さ
い
。
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戸 籍 の 窓
1月14日届け出分まで

南部桧山衛生処理組合からのお知らせ　
　2月27日（土）は機械点検整備のため、施設へのごみの搬入はできません。

　ゴミ収集カレンダーもご確認ください。　　南部桧山衛生処理組合（緯53・6301）

町の人口

前月からの
人口増減人口女男世帯

（−4）2,4281,2801,1481,161下地区

（＋ 1）721363358336鶉地区

（−3）1,018531487482館地区

（−6）4,1672,1741,9931,979全　町

平成27年12月31日現在

厚沢部町ふるさとづくり寄附状況

9件今月の寄附件数

1，365,000円今月の寄附金額

29件
平成27年度
寄附件数累計

5，680,000円
平成27年度
寄附金額累計

（平成28年1月15日現在）

おたんじょうおめでとう

相　生　犬塚　 大  智 くん 　 12/21
だい ち

　　　（和俊さん・里香子さんの子）

いつまでもおしあわせに

第14回厚沢部町新春子どもカルタ大会《成績一覧表》

第37回檜山子連子どもカルタ大会結果（入賞チームのみ掲載）

選　　手選　　手選　　手選　　手選　　手チーム名順位

由利　虎也大島　亜子米谷　　彩西山　桃矢厚沢部町B
（厚中）5

《中学生の部》　

善
意
感
謝
致
し
ま
す

●
―
社
会
福
祉
協
議
会
へ

御
香
料
の
お
礼
に
代
え
て

富
里
・
二
木
茂
樹
さ
ん
か
ら

　
　
　

5
0
，0
0
0
円

木
間
内
・
外
﨑
明
さ
ん
か
ら

　
　
　

1
0
0
，0
0
0
円

●
―
ふ
る
さ
と
づ
く
り
寄
附
金

函
館
市
・
廣
田
友
博
さ
ん
か
ら

　
　
　
　
　

1
0
，0
0
0
円

神
奈
川
県
川
崎
市

　
　
　
　

石
渡
幸
雄
さ
ん
か
ら

　
　
　

1
0
，0
0
0
円

神
奈
川
県
川
崎
市

　
　
　
　

石
渡
文
恵
さ
ん
か
ら

　
　
　

1
0
，0
0
0
円

神
奈
川
県
横
浜
市

　
　
　
　

寺
尾
政
弘
さ
ん
か
ら

　
　
　

3
0
，0
0
0
円

木
間
内
・
外
﨑
明
さ
ん
か
ら

　
　
　

1
0
0
，0
0
0
円

函
館
市
・
安
藤
栄
継
さ
ん
か
ら

1
，0
0
0
，0
0
0
円

鶉　町　只野　 莉  帆 ちゃん  1/2　　　
り ほ

　　　（勝人さん・秀美さんの子）

松園町　福島　 和  凪 ちゃん  1/1　　　
あい な

　　　（孝さん・菜月さんの子）

日　時：平成28年1月17日（日） 場　所：せたな町民体育館

選　　手選　　手選　　手選　　手選　　手チーム名順位

松尾　柚那木村進之助木村健之助厚沢部町ジュ
ニアA（厚小）3

《ジュニアの部》　

選　　手選　　手選　　手選　　手選　　手チーム名順位

久保田怜茄伊勢谷莉子三崎　聖真厚沢部町A
（厚小）5

清水　柊衣松尾　柊哉笹木　佑良小西　佑季木村麟太郎厚沢部町B
（厚小）5

《小学生の部》　

南館町　福田　ヨシさん 88歳　12/13

美　和　久保田リヨさん 88歳　1/3

赤沼町　皆川　征夫さん 70歳　1/4

赤沼町　木村　武良さん 77歳　1/10

　鶉　　石村　正二さん 87歳　1/13

おくやみもうしあげます

{　　小　沢　　　迅さん　上　里　　長谷川　幸　恵さん　館　町

{　　小　澤　隆　人さん　緑　町　　納　谷　香　織さん　緑　町

《ジュニアの部》　
選　　手選　　手選　　手選　　手リーダーチーム名順位

松尾　柚那木村進之助木村健之助レッドカード
チーム（厚小）

1

岩田　起頼古谷三四郎古谷　小梅Y.D.K（鶉小）2

成澤亮太朗澤田　　将桜庭　里緒ぐでたまチー
ム（厚小）3

《小学生の部》　
選　　手選　　手選　　手選　　手選　　手チーム名順位

久保田怜茄伊勢谷莉子三崎　聖真
無名のブラッ
ク（厚小）1

笹木　佑良松尾　柊哉小西　佑季木村麟太郎
チームがけっ
ぷち（厚小）2

須藤　実穂杉田　珠菜太田　優吾
無名のレッド
（厚小）3

米谷　　望西川さくら佐々木涼音太田玲緒奈RSSN（厚小）4

《中学生の部》　
選　　手選　　手選　　手選　　手選　　手チーム名順位

安田萌々花森　美月笹木　涼羽小西　冴弥受験生ささ松
さん（厚中）1

高田　　慎沢野　大樹杉野　健士福田　浩史おてつき厳禁
（厚中）2

由利　虎也西山　桃矢米谷　　彩厚中文化
（厚中）3

安田　壮汰笹木　　洸下川部大輝
ヒロキガイルカラダ
イジョウブ（厚中）4



広報あっさぶ

平成28年2月号（第626号）

　1月5日（火）、平成28年厚沢部町成人式が町民交流センターで行

われ、スーツや鮮やかな振袖に身を包んだ新成人27人（対象者は

32人）が出席しました。

　主催者の尾山君兆教育委員長や渋田町長、鈴木議長からお祝

いの言葉が贈られると、新成人を代表して丹保文也さん（鶉町）

と山下葵さん（鶉町）が「厚沢部町出身者として誇りと自信を持

ち、ふるさと厚沢部町を語れる社会人になる」と、誓いの言葉を

述べました。

　会場には、わが子の晴れ姿を一目見ようと駆け付けた父母ら

も多く、成長した子どもの姿に目を細めていました。

　式の後には、上ノ国町の実業家・加藤卓也さんによる「田舎に

チャンス」と題した記念講演が行われました。加藤さんは、スー

パー・トライマートの経営やナマコの養殖、トマトの契約栽培な

どを行い、上ノ国町の町づくりの立役者。スーパー経営の失敗か

ら成功までの話を包み隠さず話し、若者へ挑戦することの大切

さを訴えました。また、農業について、就農する人がいないこと

をチャンスととらえ、外国からの研修生を呼び込むなどの経営

努力なども語っていただきました。

　講演会の後にはデジタルカメラとフォトフレームのセットが

当たるダーツ抽選会が行われ、新成人は町長が投じるダーツの

行方に、目が釘付けに。会場は、大盛況となりました。

成人の誓いを述べる丹保さん（右成人の誓いを述べる丹保さん（右））
と山下さん（左と山下さん（左））

27人が大人の仲間入り

平成28年厚沢部町成人式

「やったー「やったー」」
デジタルカメラをゲッデジタルカメラをゲットト

新成人に力強く講演する加藤さ新成人に力強く講演する加藤さんん

初めてのお酒に苦戦初めてのお酒に苦戦？？

 時 
と

 間 
き

刻 む
を
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